
　表４　　家族類型別　一般世帯の５年前の常住地

594860 334852 296651 38201 3801 256207
291630 213867 186082 27785 1033 76730

110217 49419 45145 4274 819 59979
48741 25911 23667 2244 685 22145
41970 15180 13759 1421 454 26336
99223 29227 26865 2362 774 69222
3066 1242 1127 115 36 1788

　
 

                                          　　平成１２年国勢調査結果概要
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　（移動人口等）

　平成１２年１０月１日現在で実施された「平成１２年国勢調査」の移動人口等の集計結果の
福岡県分が、　平成１４年４月３０日に総務省統計局より公表されましたので、福岡市関係分
の概要をお知らせします。

　   《結果の概要》

　　　　　・５年前に現住所以外に住んでいた人（移動者）は、５４５，３８４人。
　　　      移動率は４２．８％。平成２年調査時に比べ、０．９ポイント上昇。
　　　　　 男女別では、男が高く４５．５％で、女を５．１ポイント上回る。
　
　　　　　・中央区はこの５年間の移動者が過半数を超える。
　　　　　  西区は３６．８％と低率。
　
　　　　　・２０歳代の移動率は６６．８％。２０～３４歳は６割を超える。
　　　　　  ２０～２４歳では他県からの転入が３割を占める。
　
　　　　　・単身世帯では移動率が７割に達し、特に他県からの転入が２７％。
　　　　　　核家族世帯の移動率は３７．３％にとどまる。

　　　　　・市外からの転入者は２４０，４４４人、市外への転出者は２０３，３０７人。
　　　　　　県外では長崎県からの転入が１９，２７０人、転出は東京都への１５，６２１人
　　　　　　が最多。
　　　　　　九州・山口各県とは３２，５３６人の転入超過、福岡都市圏とは２０，０４６人の
　　　　　　転出超過。
　
　　　《集計項目》
　　　　　　　　移動人口、転出入の状況

　
　
　　　今後の集計公表予定
　　　　　・ 町丁字等の小地域の人口・世帯    　　　　　　　　　　　   　 　平成１４年７月
　　　　　・ 職業別構成、母子世帯の状況　　　　　　　　　    　　　　　　  平成１５年３月
　
　
　　　今後の刊行予定
　　　　　・国勢調査結果［確定数Ⅱ］                                             平成１４年８月
　　　　　　　　 町丁字等小地域の人口・世帯、昼間人口
　　　　　・福岡市のメッシュ統計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 平成１４年８月
　　　　　　　　 地域メッシュによる人口、世帯
　　　　　・国勢調査結果［確定数Ⅲ］　　　　　　　　                            平成１５年３月
　　　　　　　　 職業別構成、母子世帯の状況



　表４　　家族類型別　一般世帯の５年前の常住地

41970 15180 13759

99223 29227 26865 2362 774 69222
3066 1242 1127 115 36 1788

総数 男 女 総数 男 女 平成2年 平成12年
% %

総　 数　* 1,158,943 562,550 596,393 1,273,525 612,406 661,119 100.0 100.0

現住所 673,092 313,078 360,014 728,118 334,042 394,076 58.1 57.2

現住所以外(移動者) 485,315 249,179 236,136 545,384 278,349 267,035 41.9 42.8

   自区内 144,981 69,104 75,877 210,531 106,119 104,412 12.5 16.5

   市内他区 96,151 46,061 50,090 94,409 43,862 50,547 8.3 7.4

   県内他市町村 78,687 39,223 39,464 72,682 34,588 38,094 6.8 5.7

   他県 162,414 93,135 69,279 161,787 90,671 71,116 14.0 12.7

   国外 3,082 1,656 1,426 5,975 3,109 2,866 0.3 0.5

　　図１　５年前常住地別人口の割合　 　図２　５年前常住地別人口の割合

　　　　　　　　　　　　　　　　（平成２年） 　　　　　　　　　　　　　（平成１２年）

注）総数　＊には、５年前の常住地「不詳」を含む。

　　表１　　男女別 ５歳以上人口の５年前の常住地

５年前の
常住地

平成２年 平成１２年 総数の構成比

１．移動人口
（１）男女別
　　　この５年間に５４５,３８４人、４２.８％が住所を移動

　平成12年における本市の５歳以上人口のうちで、５年前に現住所以外の場所に住
んでいた人(移動人口)は、545,384人で、移動率は42.8％となっており、4割を超え
る人がこの５年間に住所を移動している。そのうち自区内で移動した人が210,531
人、16.5%、他県から移動した人が161,787人、12.7%、市内の他区から移動した人が
94,409人、7.4%、県内の他市町村から移動した人が72,682人、5.7%、国外から移動
した人が5,975人、0.5%となっている。
　これを10年前の平成２年調査時と比べると、移動人口は60,069人増加し、移動率
は0.9ポイント上昇している。そのうち他県から移動した人は1.3ポイント低下、県
内他市町村から移動した人は1.1ポイント低下、市内の他区から移動した人は0.9ポ
イント低下したのに対し、自区内で移動した人が4.0ポイント上昇している。
　男女別では、男は278,349人、45.5%がこの5年間に移動しており、女の267,035
人、40.4%と比べ、5.1ポイント高い。男は特に他県からの移動の割合が14.8%で、女
の10.8%と比べ高くなっている。
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594860 334852 296651 38201 3801 256207
291630 213867 186082 27785 1033 76730

110217 49419 45145 4274 819 59979
48741 25911 23667 2244 685 22145
41970 15180 13759 1421 454 26336
99223 29227 26865 2362 774 69222
3066 1242 1127 115 36 1788

総数 自区内
市　内
他　区

県内他市
町村

他県 国外

全   市 1,273,525 728,118 545,384 210,531 94,409 72,682 161,787 5,975

東   区 253,726 151,032 102,690 41,931 11,049 16,650 31,272 1,788

博多区 172,299 91,407 80,888 32,918 13,122 12,294 21,801 753

中央区 145,344 67,778 77,563 27,662 15,240 9,715 23,769 1,177

南   区 231,291 135,894 95,391 40,162 14,722 12,314 27,459 734

城南区 120,306 66,183 54,119 17,729 11,437 6,908 17,650 395

早良区 193,041 116,195 76,844 29,031 15,387 8,043 23,673 710

西   区 157,518 99,629 57,889 21,098 13,452 6,758 16,163 418

全   市 100.0 57.2 42.8 16.5 7.4 5.7 12.7 0.5

東   区 100.0 59.5 40.5 16.5 4.4 6.6 12.3 0.7

博多区 100.0 53.1 46.9 19.1 7.6 7.1 12.7 0.4

中央区 100.0 46.6 53.4 19.0 10.5 6.7 16.4 0.8

南   区 100.0 58.8 41.2 17.4 6.4 5.3 11.9 0.3

城南区 100.0 55.0 45.0 14.7 9.5 5.7 14.7 0.3

早良区 100.0 60.2 39.8 15.0 8.0 4.2 12.3 0.4

西   区 100.0 63.2 36.8 13.4 8.5 4.3 10.3 0.3

　表４　　家族類型別　一般世帯の５年前の常住地

                                           実　　　　　　　　　　　　　　数 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　構　　　　　成　　　　　比　（％）

注）総数　＊には、５年前の常住地「不詳」を含む。

　　表２　　区別 ５歳以上人口の５年前の常住地

区　別 総数　＊ 現住所

現　　住　　所　　以　　外　（移　動　者）

（２）区別
　　中央区では、この５年間に過半数が住所を移動

　区別に、５年前に現住所以外の場所に住んでいた人の割合（移動率）をみると、
中央区が53.4%と最も高く、次いで博多区が46.9%、城南区45.0%と続く。一方西区は
36.8%と最も低い割合となっている。
　５年前の常住地別にみると「他県」から移動した人は、中央区(16.4%)、城南区
(14.7%)で割合が高く、西区は10.3%と低い。「自区内」で移動した人は、博多区
(19.1%)、中央区(19.0%)で高く、「市内他区」から移動した人は中央区(10.5%)、城
南区(9.5%)で高く、東区(4.4%)は低い。「県内他市町村」から移動した人は、博多
区(7.1%)で高くなっている。
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　表４　　家族類型別　一般世帯の５年前の常住地

総数 自区内
市　内
他　区

県内他
市町村

他県 国外

総　　数 1,273,525 728,118 545,384 210,531 94,409 72,682 161,787 5,975

５～１４歳 127,955 73,032 54,919 24,643 8,592 5,718 15,315 651

１５～１９歳 92,450 49,647 42,800 12,669 3,788 5,952 20,129 262

２０～２４歳 130,724 43,461 87,263 22,406 9,458 15,315 39,080 1,004

２５～２９歳 124,411 41,267 83,142 28,150 18,232 14,223 21,253 1,284

３０～３４歳 103,613 37,027 66,584 23,086 15,015 10,158 17,309 1,016

３５～３９歳 90,055 42,281 47,774 18,570 9,663 5,717 13,067 757

４０～４４歳 84,370 49,222 35,144 15,873 5,951 3,408 9,498 414

４５～４９歳 93,779 62,774 31,004 14,890 5,250 2,772 7,854 238

５０～５４歳 103,692 74,007 29,684 13,968 5,284 2,651 7,616 165

５５～５９歳 77,887 59,557 18,328 8,817 3,350 1,682 4,396 83

６０～６４歳 66,818 53,531 13,287 7,144 2,658 1,204 2,249 32

６５～６９歳 59,622 49,204 10,417 6,088 2,073 950 1,272 34

７０～７４歳 46,892 38,874 8,016 4,701 1,567 835 899 14

７５歳～ 71,257 54,234 17,022 9,526 3,528 2,097 1,850 21

総　　数 100.0 57.2 42.8 16.5 7.4 5.7 12.7 0.5

５～１４歳 100.0 57.1 42.9 19.3 6.7 4.5 12.0 0.5

１５～１９歳 100.0 53.7 46.3 13.7 4.1 6.4 21.8 0.3

２０～２４歳 100.0 33.2 66.8 17.1 7.2 11.7 29.9 0.8

２５～２９歳 100.0 33.2 66.8 22.6 14.7 11.4 17.1 1.0

３０～３４歳 100.0 35.7 64.3 22.3 14.5 9.8 16.7 1.0

３５～３９歳 100.0 47.0 53.0 20.6 10.7 6.3 14.5 0.8

４０～４４歳 100.0 58.3 41.7 18.8 7.1 4.0 11.3 0.5

４５～４９歳 100.0 66.9 33.1 15.9 5.6 3.0 8.4 0.3

５０～５４歳 100.0 71.4 28.6 13.5 5.1 2.6 7.3 0.2

５５～５９歳 100.0 76.5 23.5 11.3 4.3 2.2 5.6 0.1

６０～６４歳 100.0 80.1 19.9 10.7 4.0 1.8 3.4 0.0

６５～６９歳 100.0 82.5 17.5 10.2 3.5 1.6 2.1 0.1

７０～７４歳 100.0 82.9 17.1 10.0 3.3 1.8 1.9 0.0

７５歳～ 100.0 76.1 23.9 13.4 5.0 2.9 2.6 0.0

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　実　　　　　　　　　　　数

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　構　　　　　成　　　　　比　（％）

注）総数　＊には、５年前の常住地「不詳」を含む。

　　表３　　年齢（５歳階級）別 ５歳以上人口の５年前の常住地

年　　齢
（５歳階級）

総数　＊ 現住所

現　　住　　所　　以　　外　（移　動　者）

（３）年齢（５歳階級）別
　　２０歳代では、この５年間に３分の２が住所を移動

　５年前に現住所以外の場所に住んでいた人の割合(移動率)を年齢階級別にみる
と、20～24歳と25～29歳が66.8%と最も高く、次いで30～34歳が64.3%と6割を超えて
おり、これらの年齢層の進学や就職、結婚等による移動の活発さがうかがえる。35
歳以降になると、年齢が高くなるとともに、おおむねその割合が低下するが、75歳
以上では23.9%と上昇している。
　５年前の常住地別にみると、「他県」からの移動は20～24歳で29.9%と3割を占め
ているのに対し、55歳以上では5%台以下と少なくなっている。「県内他市町村」か
らの移動は20～24歳が11.7%、25～29歳が11.4%と高く、「市内他区」及び「自区
内」の移動は25～29歳と30～34歳で高くなっている。



総   数　* 594,860 334,852 296,651 38,201 3,801 256,207

現住所 291,630 213,867 186,082 27,785 1,033 76,730

現住所以外(移動者) 303,217 120,979 110,563 10,416 2,768 179,470

　　自区内 110,217 49,419 45,145 4,274 819 59,979

　　市内他区 48,741 25,911 23,667 2,244 685 22,145

　　県内他市町村 41,970 15,180 13,759 1,421 454 26,336

　　他県 99,223 29,227 26,865 2,362 774 69,222

　　国外 3,066 1,242 1,127 115 36 1,788

総   数　* 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

現住所 49.0 63.9 62.7 72.7 27.2 29.9

現住所以外(移動者) 51.0 36.1 37.3 27.3 72.8 70.0

　　自区内 18.5 14.8 15.2 11.2 21.5 23.4

　　市内他区 8.2 7.7 8.0 5.9 18.0 8.6

　　県内他市町村 7.1 4.5 4.6 3.7 11.9 10.3

　　他県 16.7 8.7 9.1 6.2 20.4 27.0

　　国外 0.5 0.4 0.4 0.3 0.9 0.7

　　   ２　総数 *には世帯主の５年前の常住地「不詳」を含む。

　注）１　一般世帯は、寮・寄宿舎、病院等の施設等の世帯を除く世帯

　　　　　　　　　　　　　　　　実　　　　　　　　　　　　　　　数

　　　　　　　　　　　　　　　　構　　　　　　成　　　　　　比　（％）

　表４　　家族類型別　一般世帯の世帯主の５年前の常住地

その他の
親族世帯

単独世帯非親族世帯
世帯主の５年前

の常住地
総　数 親族世帯 核家族世帯

（４）世帯の家族類型別
　　 単独世帯では、この５年間に７割が住所を移動

　　世帯主が5年前に現住所以外に住んでいた世帯を家族類型別にみると、夫婦の
みや夫婦と子供又は母親か父親と子供のみで構成される「核家族世帯」では
37.3%、核家族世帯以外で世帯主と親族関係がある世帯員のいる「その他の親族世
帯」では27.3%となっているのに対し、世帯員が１人の「単独世帯」では70.0%と
際立って高くなっており、単独世帯の移動の激しさを示している。
　単独世帯では、「他県」からの移動の割合は27.0%と最も多く、遠距離移動が目
立つ。一方、親族世帯では、「自区内」での移動が14.8%で最も多く、「他県」か
らの移動は8.7%にとどまっている。

（５）転出入の状況
　　市外からの転入者は２４０,４４４人、長崎県からの１９,２７０人が最多
　　市外への転出者は２０３,３０７人、東京都への１５,６２１人が最多

　転入者(5年前は市外に住んでいた人）240,444人を転入先別にみると、県内は
72,682人で30.2％、県外は161,787人、67.3%、国外は5,975人、2.5%となってい
る。県内では北九州市が14,524人(構成比6.0%)で最も多い。県外では長崎県が
19,270人(同8.0%)で最多、次いで熊本県が15,068人(同6.3%)、東京都が13,543人
(同5.6%)と続く。10年前の平成2年と比べ、県内が6,005人、7.6%減少、県外では
長崎県が3,615人、15.8%減少するなど、北部九州各県からの転入が減少してい
る。
　転出者(5年前は本市に住み、現在は市外に住む人）203,307人を転出先別にみる
と、県内は76,972人で37.9%、県外は126,335人で62.1%を占めている。県内



構成比 構成比 構成比 構成比 数 率 数 率
％ ％ ％ ％ ％ ％

総　数 244,183 100.0 240,444 100.0 206,177 100.0 203,307 100.0 -3,739 -1.5 -2,870 -1.4

県内 78,687 32.2 72,682 30.2 73,779 35.8 76,972 37.9 -6,005 -7.6 3,193 4.3
   福岡都市圏 31,586 12.9 33,903 14.1 50,727 24.6 53,949 26.5 2,317 7.3 3,222 6.4
　　  筑紫野市 2,209 0.9 2,390 1.0 3,604 1.7 4,254 2.1 181 8.2 650 18.0
　　  春日市 4,633 1.9 5,205 2.2 8,550 4.1 7,455 3.7 572 12.3 -1,095 -12.8
　　  大野城市 3,709 1.5 3,836 1.6 5,215 2.5 5,891 2.9 127 3.4 676 13.0

　　  宗像市　　 1,797 0.7 2,192 0.9 3,186 1.5 2,579 1.3 395 22.0 -607 -19.1
　　  太宰府市 2,276 0.9 2,251 0.9 3,071 1.5 2,724 1.3 -25 -1.1 -347 -11.3
　　  前原市 2,673 1.1 3,113 1.3 4,004 1.9 5,464 2.7 440 16.5 1,460 36.5
　　  古賀市 1,892 0.8 1,812 0.8 3,125 1.5 3,677 1.8 -80 -4.2 552 17.7

   北九州市 18,975 7.8 14,524 6.0 8,758 4.2 8,302 4.1 -4,451 -23.5 -456 -5.2
   久留米市 4,333 1.8 4,114 1.7 3,094 1.5 3,259 1.6 -219 -5.1 165 5.3
   大牟田市 2,761 1.1 2,071 0.9 1,001 0.5 927 0.5 -690 -25.0 -74 -7.4

県外 162,414 66.5 161,787 67.3 132,398 64.2 126,335 62.1 -627 -0.4 -6,063 -4.6
   埼玉県 3,258 1.3 4,761 2.0 5,658 2.7 4,216 2.1 1,503 46.1 -1,442 -25.5
   千葉県 4,530 1.9 5,505 2.3 7,433 3.6 5,695 2.8 975 21.5 -1,738 -23.4
   東京都 13,483 5.5 13,543 5.6 17,389 8.4 15,621 7.7 60 0.4 -1,768 -10.2
   神奈川県 6,486 2.7 7,568 3.1 11,199 5.4 8,951 4.4 1,082 16.7 -2,248 -20.1

   愛知県 3,845 1.6 3,950 1.6 4,994 2.4 4,191 2.1 105 2.7 -803 -16.1
   大阪府 9,678 4.0 9,435 3.9 10,073 4.9 8,385 4.1 -243 -2.5 -1,688 -16.8
   兵庫県 4,776 2.0 4,770 2.0 5,085 2.5 4,710 2.3 -6 -0.1 -375 -7.4
   広島県 6,812 2.8 6,726 2.8 5,201 2.5 4,882 2.4 -86 -1.3 -319 -6.1
   山口県 7,442 3.0 7,714 3.2 3,615 1.8 3,967 2.0 272 3.7 352 9.7

   佐賀県 12,740 5.2 10,896 4.5 6,914 3.4 7,202 3.5 -1,844 -14.5 288 4.2
   長崎県 22,885 9.4 19,270 8.0 10,085 4.9 10,707 5.3 -3,615 -15.8 622 6.2
   熊本県 16,292 6.7 15,068 6.3 9,702 4.7 10,174 5.0 -1,224 -7.5 472 4.9
   大分県 11,391 4.7 11,265 4.7 6,022 2.9 7,039 3.5 -126 -1.1 1,017 16.9
   宮崎県 7,375 3.0 7,590 3.2 4,029 2.0 4,491 2.2 215 2.9 462 11.5

   鹿児島県 10,860 4.4 11,337 4.7 6,099 3.0 7,024 3.5 477 4.4 925 15.2
   沖縄県 2,544 1.0 2,604 1.1 1,449 0.7 1,879 0.9 60 2.4 430 29.7
   他道府県 18,017 7.4 19,785 8.2 17,451 8.5 17,201 8.5 1,768 9.8 -250 -1.4
国外 3,082 1.3 5,975 2.5 2,893 93.9

転入者

注）　福岡都市圏は、筑紫野市、春日市、大野城市、宗像市、太宰府市、前原市、古賀市、筑紫郡、糟屋郡、

　表５　　地域別　転出入者の状況

平成
２年

平 成
１２年

５年前の常住
地又は現住地

転 入 者　 （５年前は
市外に住んでいた人）

転 出 者　（５年前に本市に
住み、現在市外に住む人）

転出者

2～12年増減平 成
１２年

平成
２年

　　　 宗像郡及び糸島郡を含む。

2～12年増減

では、福岡都市圏が53,949人で、26.5%を占め、転入者の1.6倍となっている。県外で
は東京都が15,621人(同7.7%)で最も多く、次いで長崎県が10,707人(同5.3％）、熊本
県が10,174人(同5.0％）の順。平成２年と比べ、東京都が1,768人、10.2%減少するな
ど、首都圏、関西圏への転出が減少している。
　転入者から転出者を差し引いた転入超過数をみると、県外では35,452人の転入超
過。長崎県の8,563人を筆頭に、熊本県が4,894人、鹿児島県が4,313人など、九州・
山口各県で32,536人の転入超過となっている。反面、首都圏へは転出超過となってい
る。
　県内では、4,290人の転出超過。北九州市は6,222人の転入超過だが、福岡都市圏は
20,046人の大幅な転出超過となっている。




